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「海の復権」 

１-１ 芸術祭の根底にあること 

①  四 国 山 脈 と 中 国 山 脈 が 南 北 に そ び え 、 約 １ 万 ２ 千 年 前 か ら 海 水 が 入 っ て き て 、

紀伊 水道 、豊後 水 道 、関 門海 峡に 囲 ま れた 瀬戸 と 灘が特 徴 である 浅 い 海 。そ の 地

形、 気象 を 生 かす こと 。  

②  約 ２ 万 年 前 か ら 大 陸 ・ 半 島 ・ 南 西 諸 島 か ら や っ て き た 人 々 に よ っ て 育 ま れ た 生

業（ なり わい ）・生 活・文化・歴 史のう え に築 かれ た地 域 に 現代 の冒 険者 、見 者

であ るア ー テ ィス トが 入 って きて 作品 を つ く る こと 。  

 

これ らの 取 組 みが 、こ の混 迷し 、母 な る 地球 から 離脱 し た 現代 社会 に対 して「私  

たち はど こ か ら来 て、どこ へ行 く の か？ 」と いう 切実 な 問 いを 発し てく れて い る の 

では ない か 、 とい うと こ ろか ら始 まり 、 そ れ が 根底 とな って い ま す 。  

 

１-２ これまで「海の復権」「じいさまばあさまの笑顔」などの 

キャッチフレーズで語り、実践してきたこと 
［交 流・ 学 習 ］  

ア ー テ ィ ス ト は 作 品 を 制 作 す る 過 程 で 住 民 か ら 学 び 、 地 域 は 彼 ら や サ ポ ー タ ー

と交 流す る こ とで 拓（ ひ ら） かれ てい く 。  

［協働 ］ 

さま ざま な 困 難の 中で 、協 議し 、住 民・サ ポ ー タ ーが、その 地の 材料 や生 活技 術

を活 かし 、 作 品を 制作 す る。  

［感幸 と観 光］  

それ らの 作 品 とと もに 、地 域の 食 事 をふ る ま い、案内 し、祭 りに 参加 して もら う

こと は、来圏 者に 対し て土 地の 力 を 伝え 、元 気 を与 える とと も に、地 域住 民の 誇

りを 呼び 起 こ す。  

 

これ によ り 、芸 術・文 化を もっ て 地 域創 生し 、それ が海 外か ら の お 客さま（ イ ン  

バウ ンド ）を含 めた 観光 の 成功モ デ ルとし て 国 の 政策 のよ りど こ ろ と な って きま し 

た。 2022 年の 芸術 祭の ア ンケー ト では、 半 数 を 超え る人 々が リ ピ ー タ ーで 、こ れ

だ け 根 強 い 全 国 の フ ァ ン が い る こ と は 望 外 の こ と で あ り 、 良 か っ た こ と と し て 海

（島 ）の 光景 、美 術を それ ぞれ約 ４ 割 、ガ イ ドの案 内な ど地 域 との ふれ あい を 約 １

割の 人が 挙 げ てい ます 。ま さに 瀬 戸 内国 際芸 術祭 は海・島 の素 晴ら しさ が美 術 に よ

って 際立 っ た 体験 にな っ てい るこ とが 分 か り ま す。  
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１-３ 瀬戸内国際芸術祭 2025 に向けて 
再び初心に還り計画を練り直し、活動を開始する 

世界 トッ プ レ ベル の芸 術 祭に なっ た今 、こ れ まで 以上 に 、地域 の 人 たち にと っ て

の大 切な 生 活 実感 、素 晴ら しい 海 や 地域 の風 景、生活 の技 術 を リス トア ップ し 、そ

れら が生 き て いく 誇り に なる よう に活 動 し て い きま す。瀬 戸内国 際 芸 術 祭で の体 験

は、都市 の情 報 の 中で の興 奮と 刺 激 に比 べて 、ど れほ ど豊 か に 五感・身 体に かえ っ

てく るも の か 、そ れを 多く の人 た ち に知 って いた だき ま す 。空 や海 の様 子に 一 喜 一

憂す るこ と が どれ ほど 私 たち の心 を豊 か に し て くれ てい るか 、そ ん な 瀬 戸内 の世 界

を体 験し て い ただ くよ う に準 備を して い き ま す 。  

また 、 よ り 多 面 的 な瀬 戸内 海 の 魅 力 を 伝 える ため に 、 こ れ ま で の会 場に 加 え て 、

香川 県 側 の 沿 岸 部 に 新 たな 会 場 を 設 け ま す 。 これ に よ り 、 古 来 か ら 船が 行 き 交 い 、

多 様 な 文 化 を 港 か ら 港 へ と 伝 え て き た 瀬 戸 内 海 の 歴 史 を 浮 か び 上 が ら せ る と と も

に、 来場 者 の 分散 化を 図 りま す。  
 

［基 本的 な 考 え方 ］  

（１ ） 美術 に対 する 考え 方や 体 験 とい うこ とを 、あ らゆ るこ との ベー スに お さ え  

 る 。  

（２ ） 地 域（各 市町 ）の 考え に寄 り添 う こ と 、島の 日常 に関 わる こ とを 丁寧 に進 

めて いく 。  

    そのた めに 、各 市 町 が主 体的 にそ れ ぞ れ の地域 文化 の掘 り 起こ しを 積極 的 

 に 進め 、計 画段 階 か ら 携わっ て いき、土 地 の 原理を 島 全体で 体 験 し 楽し める  

よう にす る 。  

    そして 各島 に拠 点 とな る場 所や 魅 力 的 な 作品 を残 し、活 用し て いく こと が 、 

県や 市町 の 大 きな 展望 と なっ てい くよ う に す る 。作品 を活 用し てい く ため に 、 

恒久 設置 作 品 とし て残 し 維持 して いく 仕 組 み を 整え てい く。  

（３ ） 日 本を 含む ア ジ アに おけ る美 術 の ハ ブ（中 枢 ）の 位置 を 保 ち 続ける こと を 

意識 する 。  

    特に小 豆島 では ア ジア 諸国 との つ な が り を意 識し た作 品 計 画 と し、強力 な 

イメ ージ を 打 ち出 して い く。ま た、バ ン グラ デシ ュ（2013 年 ）、タイ（2016 

年） に続 き 、 アジ アの い ずれ かと 連携 プ ロ ジ ェ クト を実 施す る 。  

（４ ）  大 島の 将来 展 望に向 け た 計 画 （ 公 園 化 ）の 検討 に着 手す る 。具 体 的 に は 、 

五感 が解 放 さ れる 遊び 場 をつ くる こと や、日 本 と海外 の子 ども た ちが 一緒 に 

参加 し創 り 上 げる 芝居 を 発表 する こと な どを 瀬戸 内国際 芸 術祭 の一 環と し  

て検 討し て い く。  

（５ ） 中西 讃 の島 々 は、各 市町 や 地 域の キ ー マン との 意見 交 換 や 勉強会 を定 期的  

にも ち、 そ れ ぞれ の考 え や主 体性 を大 切 に 丁 寧 に、 計画 を立 て て い く 。  

    また、島し ょ 部 の みなら ず 陸地部 も 活 用 する こと で、本 土 側 か ら島 への 人 

の流 れや 、 高 松以 外に 滞 在し 、楽 しむ ス タ イ ル を作 りだ して い く 。  

   （ ６） 芸 術祭 のア ーティ ス トが 、制 作現場 で香 川県 内 の中 高生 とワ ー ク ショ ップ  

 を 行っ た り 、学 校で 授業 を行 っ た りす るな ど、将来 を 担 う子 ども たち がア ー  

トに 触れ 、自 ら考 える 経験 をす る こ とに より 豊か な心 を 育 める よ う 、学 校教  

育と の連 携 を 深め てい く 。  
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１-４ 名称・会期・会場等 

（１ ）名 称  

瀬戸 内国 際 芸 術祭 2025（ せ と う ち こ く さ い げ い じ ゅ つ さ い  に せ ん に じ ゅ う ご ）  

Setouchi Triennale 2025 

（２ ）会 期  

季節  会期  日数  

春 
４月 18 日 （金 ）～ 5 月 25 日（ 日）  

※各 島休 日 を ２日 程度 設 ける  
38 日  

夏 8 月 1 日（ 金 ）～ 8 月 31 日 （日 ）  31 日  

秋 
10 月 3 日 （金 ）～ 11 月 9 日（日 ）  

※各 島休 日 を ２日 程度 設 ける  
38 日  

合計 日数  107 日 

 

【会 期設 定 に つい て】  

会 期 は 、 過 去 ４ 回 と 同 じ く 、 温 帯 地 域 の 弧 状 列 島 で あ る 日 本 の 大

きな 特徴 で あ る「 四季 」を海外 の 人々に 知 っ て もら うた め、春・夏・

秋の ３シ ー ズ ンに 分け て 開催 しま す。  

春・秋 会期 につ い て は、島 ごと に２ 日程 度 の 休 日 を設 け、作 品や 受

入態 勢の 調 整 を行 うよ う にし ます 。  

 

（３ ）会 場  

直島 、豊島 、女 木 島 、男 木 島、小 豆島 、大 島、犬 島、沙 弥島（ 春会 期）、

本島（ 秋会 期 ）、高見 島（ 秋会 期）、粟 島（ 秋会 期）、伊吹 島（ 秋会 期 ）、

高松 港周 辺、宇 野港 周 辺 、香 川県 沿 岸 部（さ ぬき 市内（夏 会期 ）、東

かが わ市 内（ 夏 会期 ）、宇多 津町 内（ 秋 会期 ）；具体 的な会 場 は今 後検

討す る）  

 

（４ ）主 催  

瀬戸 内国 際 芸 術祭 実行 委 員会  

会    ⾧： 池田 豊 人（ 香川 県知事 ）  

名誉 会⾧ ： 真 鍋武 紀（ 元香 川県 知 事 ）  

     浜 田恵 造（ 前 香川 県知 事）  

副 会 ⾧： 泉雅 文 （香 川 県商工 会 議所連 合 会 会 ⾧）  

：大 西秀 人 （ 高松 市⾧ ）  

総合 プロ デ ュ ーサ ー： 福 武總 一郎 （公益財団法人福武財団名誉理事⾧） 

総合 ディ レ ク ター ：北 川 フラ ム（ アー ト デ ィ レ クタ ー）  

構成 団体：香 川県 、高 松 市、丸 亀 市 、坂 出 市 、観音寺 市、三豊 市、土

庄町 、小豆 島 町、直 島 町 、多度 津 町 、玉 野市、（公 財）福
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武 財 団 、（ 公 財 ） 福 武 教 育 文 化 振 興 財 団 、 香 川 県 市 ⾧ 会 、

香川 県町 村 会 、四 国経 済 産業局 、四 国地 方整 備 局、四 国 運

輸局 、中 国四 国地 方環 境 事 務所 四国 事務 所 、国立 療養 所大

島青 松園 、香川 県 医師 会、四 国経 済 連合 会、香 川 県商工 会

議所 連合 会 、香 川 県 商 工 会連 合会 、（ 一 社）香 川 経済 同友

会、香川 県 農 業協 同組 合 、香川 県 漁 業協 同組 合 連合会 、香

川大 学、四 国 学院 大学 、徳 島文 理大 学、高 松 大 学、香 川県

文化 協会 、（公 財）四 国 民家 博物 館 、（ 公社）香 川県 観光協

会 、（ 一 社 ） 日 本 旅 行 業 協 会 中 四 国 支 部 香 川 地 区 委 員 会 、

（公 財）高 松 観光 コン ベ ンショ ン・ビュ ーロ ー 、香川 県 ホ

テル 旅館 生 活 衛生 同業 組 合、四国 旅客 鉄 道（ 株）、高 松琴

平電 気鉄 道（ 株 ）、香 川 県旅 客船 協 会 、（一社 ）香川 県バス

協会 、香川 県タ ク シ ー 協 同組 合 、（ 公 財 ）香 川 県 老人 クラ

ブ連 合会 、香川県 婦 人 団 体連 絡協 議会 、（公 社 ）日本 青年

会 議 所 四 国 地 区 香 川 ブ ロ ッ ク 協 議 会 、 香 川 県 青 年 団 体 協

議会 、さぬ き瀬 戸 塾／ 監事：（株 ）百 十四銀 行 、（株 ）香川

銀行 ／オ ブ ザ ーバ ー：岡 山 市、岡 山 県商 工 会 議所 連合 会、

岡山 大学  

※ 新 た な 会 場 の 自 治 体 は 、 2024 年 度 か ら 構 成 団 体 に 加 わ る 予 定  

  



5 

 

 
 

２-１ 方針 

アー トは そ の 地域 の特 徴 をあ きら かに し、来 客 者 をそ の土 地と 結 び つ け る働 きを

しま す。と同 時に 、そ の地 域と 、国 、機 関、学校 、企 業等 との つ な がり を生 む 機 会

をつ くっ て い きま す。これ まで の 芸 術祭 にお いて 蓄積 さ れ たア ー ト 作 品を 、会 場 ご

との 特色 を 踏 まえ 、さ ら に発 展さ せま す 。  

各会 場に お け るア ート 展 開を 検討 する に 当 た っ ては 、地域 に精 通 し た 地 元市 町の

提案 等も 踏 ま えな がら 、各 地域の 活 性化に 関 わ る さま ざま な関 係 者 を 交 えて 議論 を

行う こと に より、将来 への 展望 に 沿 いな がら 方 向性を 確 認し、地域 住民 等と の 協 力

関係 の下 に 作 品の 制作 や イベ ント の運 営 等 を 行 いま す。  

 

２-２ 会場ごとの特色・コンセプト 

直島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

直島 は瀬 戸 内 海に 浮か ぶ 周囲 16 キロ の小 さ な 島 で、住 民約 3,000 人 が生活 を送

って いる 。古 くは 漁業 や製 塩業 の ほ か、海運 交易 も盛 ん で 瀬戸 内海 の交 通の 要 衝 と

して 栄 えて いた 。20 世 紀 に入 ると 、日 本で も 有数 の 銅 や 金 な どの 製 錬 業に より 、

近代 工業 の 島 へと 発展 を 遂げ てき たほ か 、現 在で は、ア ー トに よる 地域 振興 の 先 端

モデ ル地 域 とし て 世界 に知 られる 島 とな った が、そ の発 端は 、瀬 戸内 海の 島に 世 界

中の 子ど も た ちが 集え る 場を つく りた い と の 思 いを 抱い てい た 福 武 書 店（ 現・ベ ネ

ッセ ホー ル デ ィン グス ）の 創業 社⾧・福 武哲 彦と 、直 島に 教 育 的な 文化 エリ ア を 開

発し たい と の 夢を 描い て いた 当時 の直 島 町 ⾧・三 宅親 連の 思い が 一 致 したこ とか ら

始ま って い る 。  

現在 は複 数 の アー ト施 設 が建 設さ れ、島 との 親 和性と 高い 知名 度 によ り「ア ート 」

と「自 然 」が 融 合 する 島 と して 認知 され 、海外 の ガイド ブッ クや 雑 誌特 集記 事で「 直

島」 が単 独 で 紹介 され る など 、知 られ る よ う に なっ た。  

[2022 ま での取 組み ] 

直島 では 、ベ ネ ッ セア ート サイ ト 直 島に よる 「地 中美 術館 （2004～）」や 「ベ ネ

ッセ ハウ ス ミ ュー ジ ア ム（1992～）」、「家 プロ ジェ クト（1998～ 本村 ）」が、芸術

祭の 開催 以 前 から ベネ ッ セハ ウス 周辺 で 展 開 さ れて おり 、以降 に つ い て も次 に挙 げ

る施 設・作 品等 が増 え 続 けて いる 。直 島 町が 所有 して い る「 赤か ぼ ち ゃ（2006～宮

浦港 ）」や 「直 島パ ヴ ィ リオ ン（ 2015～宮 浦 港）」な ども 人 気 を博 して い る。  

また 、芸 術祭 の 第 １回 (2010)に は 、「 直 島銭 湯 「Ｉ❤湯」（ 2009～ 宮ノ 浦 ）」、「李

禹煥 美術 館 （ 2010～ ベ ネッ セハウ ス 周辺 ）」、 第２ 回(2013)には 「ANDO MUSEUM

（2013～ 本 村 ）」 や 「 宮 浦 ギ ャ ラ リ ー 六 区 （ 2013～ 宮 ノ 浦 ）」、 第 ４ 回 (2019)に は 、

「The Naoshima Plan「水 」（2019～本 村 ）」や 李 禹煥 美術 館の 新 たな 屋外 作品「無

第２章 会場展開 
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限門（ 2019～）」、第５ 回(2022)には 、直 島 で ９ 番目 の安 藤忠 雄 建 築 の「 ヴ ァ レー ギ

ャラ リー（2022～ ベネ ッ セハウ ス 周辺 ）」、ベ ネ ッセ ハウス パ ーク の中 に新 たに オ ー

プン した 「杉 本 博 司ギ ャラ リー  時の 回廊（ 2022～）」、宮 浦 ギ ャラ リ ー 六区 で「瀬

戸内「  」資料 館（ 2019～宮 ノ浦 ）」な どが オ ー プン 、「 The Naoshima Plan「 住」

（2022 宮 ノ浦 ）」とい う建 築展 も 開 催さ れた 。また 、イベ ン ト関係 で は、全 国で も

珍し い女 性 だ けで 演じ る 直島 女文 楽が 第 １ 回 か ら全 ての 芸術 祭 で 行 わ れる など 、島

の固 有の 文 化 の発 信も 行 って きた 。  

 

豊島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

古来 よ り 稲 作 を は じめ とし た 農 業 や 酪 農 、漁 業が 盛 ん な 豊 か な 島で あり 、 ま た 、

かつ ては 、「 豊島 千 軒 、石 工千人 」と 言 わ れる ほど 石材 業 が 盛ん であ った 。2017 年

６月 、不 法 投 棄さ れた 産業 廃棄 物 の 処理 が完 了し 、一 つ の 区切 りの 時期 を迎 え て い

る。  

離島 であ り な がら 、かつ て は米を 島 外に出 す ほ ど の収 穫が あっ た 肥 沃 な 土地 と地

形、 豊 か な 湧 き 水 を 生 む原 生 林 を も つ こ の 島 の特 性 を 活 か し 、「 食」 と「 ア ー ト 」

を掛 け合 わ せ るこ とに よ って 、「 自 給 自足 」「 地産 地消 」の地 域 社会 のあ り方 を 発 信

する こと を 目 指し て、豊島美 術館 とそ の 周辺 の美 しい棚 田 を軸 に、家 浦、唐櫃 、甲

生の ３つ の 集 落な どで 作 品を 展開 して い る 。  

[2022 ま での取 組み ] 

食と アー ト で 人々 をつ な ぐプ ラッ トホ ー ム と し て、唐櫃 地 区に 2010 年 に島 キッ

チン を整 備 し 、同 年に 、地 元住民 が 再生し た 棚 田 の景 観の 中に 水 滴 を モ チー フに し

た「 豊 島美術 館（唐 櫃 岡 ）」や「心 臓音 のア ー カ イブ（唐 櫃浜 ）」が 誕 生 した 。そ の

後も 、生 と 死な ど を テ ー マに 、「豊 島 横 尾館（ 2013～ 家浦 浜 ）」、「針 工 場（ 2016～ 家

浦岡 ）」や「 さ さ やき の 森（2016～ 唐櫃 岡・壇 山 ）」など の作 品も 加わ っ た。2022 年

には 、甲 生 地 区で 冨安 由真「かげ た ちの みる 夢（2022）」や ヘ ザ ー・B・スワ ン＋ ノ

ンダ ・カ サリ デ ィ ス「 海を 夢見 る 人 々の 場所 （2022～）」を 展 開 、唐 櫃地 区で 「西

本 喜 美 子 写 真 展 （ 2022）」 を 開 催 し た 。 ま た 、 同 年 、 ま ま ご と の 「 反 復 か つ 連 続 」

イベ ン ト を 開 催 し 、 島 キッ チ ン で は 芸 術 祭 会 期外 も 毎 月 、「 島 の お誕 生会 」 が 開 か

れ、 住民 と 来 場者 の交 流 が生 まれ てい る 。  

 

女木島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

女木 島は 、 高 松市 の北 約 ４㎞ に浮 かび 、 高 松 港 から フェ リー で約 20 分 の位 置に

ある 。島の 山頂 近 く に 大きな 洞窟 があ り 、そ れが「 ⿁ヶ 島伝 説 」の ⿁の 洞窟 と 言 わ

れ、⿁ ヶ島 とし て 知 ら れるよ うに なっ た 。島 の風 景を 特 徴 づけ る の が「オ オテ 」と

呼ば れる 高 い 石垣 で、「 オト シ」 と 呼 ばれ る冬 場 の強風 か ら家 屋 を 守 っ てい る。  

島そ のも の の 美し さを 活 かし 、島の 生 活を 体 感 でき るよ う、海・波・風・樹・光



7 

 

等を テー マ に した 、五 感を 通し て 島 の自 然を 体感 させ る 作 品や 、休 校中 の小 学 校 や

空き 家な ど 、既存 の施 設を 活か し た 作品 を展 開し てい る ほか 、島 民 や 来島 者も 利用

でき るア ー ト なお 店も 増 加し 、作 品 鑑賞 のみ なら ず、シ ョ ッピ ング や体 験の 要 素 も

加わ って き て いる 。  

 

[2022 ま での取 組み ] 

目に 見え な い 風の 形を 視 覚化 した「 カモ メ の 駐 車場（ 2010～ 女木 港 周辺 ）」 や幻

想的 な光 を 反 射す る「 均 衡（ 2010～ 2016 女 木 集 落）」、不 在の 可 視 化 を テー マと し

た２ 作品「 不在 の存 在（ 2010～女 木集 落）」、休 校中 の小学 校 を大 胆に 活用 した「 女

根 ／ め こ ん （ 2013 ～ 女 木 小 学 校 ）」、 古 い 映 画 館 を モ チ ー フ に し た 「 ISLAND 

THEATRE MEGI「女 木 島 名画 座 」（2016～ 女木 小 学校周 辺 ）」、地 域住 民が 描かれ た

「西 浦の 塔 （ OK タワ ー ）（2016 西浦 漁港 ）」、 虚 構と現 実 を混在 さ せ た 「ラ ンド リ

ー（2019～ 寿荘 ）」、海 の 家 を卓 球場 に変 身 さ せ た「 ピン ポン・シ ー（2019～ 寿荘 ）」

とい った 作 品 を展 開し て きた 。  

2022 年 には 、2019 年に 人気 を博 した 「 島 の 中 の小 さな お店 （ 寿 荘 ）」 プロ ジェ

クト に新 し い 作家 と店 舗 を加 え、魅 力的 なセ レク トシ ョ ッ プ「 女 木 島 名店 街（2022

～）」と し て進 化 さ せ た 。 こ こ で は、 廃 棄さ れ た も の を 照明 器 具 に 生 ま れ 変 わ らせ

る「 ⿁ヶ 島ピ カ ピカ セ ン ター（ 2022～ 寿荘 ）」や 、天井 から 作 品を無 数 にぶら 下 げ

る 「 ガ ラ ス 漁 具 店 （ 2022～ 寿 荘 ）」 な ど 、 ア ー ト 作 品 に 囲 ま れ る 非 日 常 を 味 わ え 、

さら にグ ッ ズ の購 入も で きる お店 を、寿 荘や 島内 の空 き 家 各所 に 登 場 させ 、島 に 新

たな 風景 を 誕 生さ せた 。  

 

男木島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

昔か らこ の 島 では 、男 性 は 海へ 漁に 行き 、あ とに 残る 女性 が 畑 の担 い手 であ った 。

また 、ど の家 でも 耕作 牛 を 飼っ てお り、農 繁 期に は高 松な ど の 農家 にそ の牛 を貸 す 、

借耕 牛の 習 慣 が 1960 年 ごろ まで続 い てい た。  

島に 連綿 と 続 く漁 村の 生 活に 触れ 、その 息 づ きを 体感 で き るよ う 、男木 島独 特 の

斜面 に形 成 さ れた 集落 を 回遊 し、石 垣の 路地 など を利 用 し て、島独 自の 空間 を 体 験

でき る作 品 や 、漁村 の生 活 に触れ る ことが で き る よう 民家 の土 間 な ど を 利用 した 作

品の 展開 を 行 って いる 。 

[2022 ま での取 組み ] 

島を 訪れ た 人 を出 迎え る 男木 交流 館の「 男木 島 の魂（ 2010～）」を 基 点に 、細 い

路地 のと こ ろ どこ ろに 点 在す る「 男 木島  路地 壁画 プロジ ェ クト wallalley（ 2010～

男木 集落 ）」、海 や 空に 溶け 込むよ う な青 と白 の立 体作 品「歩 く 方 舟（ 2013～ 大井 海

水浴 場周 辺 ）」、古 民 家 で 織り 成す 影絵 と サ ウ ン ドオ ブジ ェ「ア キノ リウ ム（ 2016～

男木 集落 ）」、男木 島に 育つ 植物 等 を モチ ーフ にし た「 生 成 する ドロ ーイ ング ― 日 本

家屋 のた め に 2.0（2019～ 男木 集落 ）」、タ コ 壺 を モチ ーフ にし た 遊具「タコ ツボ ル

（2019～ 男木 港周 辺 ）」 など の作 品 を 継続 して 展開 した 。  
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2022 年は 、2010 年 から 毎 回展示 替 えや作 品 追 加 を行 って いる 川 島 猛 と ドリ ーム

フレ ンズ の「 瀬 戸 で舞 う（ 2022～ 男木 集 落）」の ほか 、新 たな 作品 と し て、 作家 が

さま ざま な 人 たち から 聞 き取 った 学校 の 先 生 の エピ ソー ドを 基 に 描 く「 学校 の 先 生

（2022 男 木集 落）」や 、２人 の作 家 が 瀬戸 内の 島々 を舞 台 に 展開 し た コ ラボ レー シ

ョン 作品「男 木島 パビ リオ ン（2022～ 男木 集 落）」など を展 開 した。2013 年の昭 和

40 年 会の 活動 が ひ とつ の引 き金 と な り、一 度 は 休校 した 小・中 学 校 が 2014 年に 再

開、 移住 者 が 島に 活気 を 与え 、島 の未 来 へ の 希 望が 生ま れて い る 。  

 

小豆島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

古く は 「 あ ず き し ま」 と呼 ば れ、「 古 事 記 」に も登 場 す る 小 豆 島 は、 日本 で 初め

てオ リ ー ブ の 栽 培 に 成 功し て 以 来 、 栽 培 が 盛 んに な り、「 オ リ ー ブの 島」 と し て 親

しま れて き た 。寒 霞渓 、エ ンジェ ル ロード に 代 表 され るよ うな 観 光 地 と して も有 名

であ り、 歴 史 と自 然が 調 和し た島 であ る 。  

芸術 祭で は 、それ ぞ れ の地 区で 特 徴 的な アー トプ ロジ ェ ク トを 展 開 し てき た。ま

た、福田 の「 福武 ハウ ス」を 中 心 にア ジア に おける 地域 文化 の コミ ュニ ティ を 通 し

た交 流を 行 っ てい る。  

[2022 ま での取 組み ] 

島の 玄関 口 と なる 各港 で は、「太 陽 の贈り 物（2013～ 土庄 港 ）」や「再 び  …（2019

～ 土庄 港 ）」、「 辿 り着 く 向こう 岸（ 2022 草 壁港 ）」、「 ス ター ・ ア ンガ ー （2013～坂

手港 ）」 と い っ た ラ ンド マー ク と な る 作 品を 制 作し て き た 。 三 都半 島 では 、 地 域 住

民と 広島 市 立 大学 芸術 学 部と の連 携事 業 が 営 ま れ、ア ー ト プロ ジ ェ ク ト が継 続的 に

展開 され て い る。大部 地 区では 、台 湾の 作家 と地 域住 民 が 協働 し、「 国境 を越え て・

波（ 2019）」な ど を制 作 し た。四 海 地域 の沖 之 島 では 、独 特な 地理 環 境 に溶 け込 む

「OKINOSANG/元 気・覇気・卦 気（ 2019）」が 制 作さ れ、鑑 賞 者が渡 船 で向 かう 形

態も 注目 を 集 めた 。「 静 寂の 部屋 （2019 馬 木）」 は、 かつ て醤 油 組 合 事 務所 であ っ

た建 物で 展 示 を行 った 。 山間 地域 であ る 中 山 地 区で は、 2010 年か ら 5 回連 続で 竹

を用 いた 作 品 をつ くっ て いる 作家 が地 元 の 人 と 協力 して 制作 し た 「 ゼ ロ（ 2022 中

山）」 など の景 観に 溶 け 込む 作品 が 制 作さ れた 。  

2022 年 には、 迷 路の ま ち 中で の周 遊作 品 と し て 、土 井健 史「 立 入 禁 止 （2022）」

など が加 わ り にぎ わっ た 。アート と 自然 が融 合す る三 宅 之 功「 は じ ま りの 刻（2022

～屋 形 崎）」 を 瀬 戸 内海 に沈 む 夕 陽 の 丘 に設 置 した 。 ま た 、 肥 土山 農 村歌 舞 伎 舞 台

では 木下 歌 舞 伎「 竜 宮 鱗 屑譚 ～GYOTS～ 」、池 田体 育館 で は まま ごと によ る「あ ゆ

み（ 短 編）」、 福 武 ハ ウ スでは 「 ア ジ ア ・ ギ ャ ラ リー 時代 の風 景・ 時 代の肖 像 +++

（2022）」、「ア ジ ア・ア ート・プラ ット フ ォ ー ム 2022 共 同展  共に 在 る 力（2022）」

が展 開さ れ 、イ ベ ン ト として「 葺 田 夜祭 り」が 開催 され た。公 共交 通の 便の な い 福

田-寒 霞 渓 間 で は 、 会 期 中 に 臨 時 バ ス が 運 行 さ れ 複 数の 作 品 を 展 開 す る 福 田 地 区 か

ら「 空の 玉/寒霞 渓（ 2022～ 寒霞 渓）」 間の アク セス とし て 利 用さ れた 。 
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大島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

白砂 青松 の 美 しい 島の 風 景が 残る 大島 。1909 年 にハ ンセ ン病 の 療 養 所 であ る大

島青 松園 が 設 立さ れ、1996 年に「ら い予 防法 」が廃 止さ れ る まで の約 90 年 間、国

によ るハ ン セ ン病 患者 の 隔離 政策 が行 わ れ て き た。現 在 で は、ハ ン セ ン 病回 復者 に

対す る日 常 生 活の 支援 が 行わ れて いる ほ か 、瀬 戸内国 際芸 術祭 を 契機 に増 加し た 来

島者 に対 し ハ ンセ ン病 を 正し く理 解す る た め の 活動 が行 われ て い る 。  

2019 年の 芸術 祭の 開幕 に 合わせ て 官有船 が 一 般 旅客 定期 航路 化 さ れ 、 入所 者が

⾧年 希望 し て いた 社会 交 流会 館が オー プ ン し た 。  

また 、芸 術 祭 を契 機 に 高松 市は 大 島 振興 方策 を策 定し 、子 ども の た めの サマ ー ス

クー ルや ラ ジ オ番 組「 大島 アワ ー 」など 入所 者の 意思 に 伴 走す る活 動が 行わ れ て い

る。  

[2022 ま での取 組み ] 

他の 島と は 異 なる 環境 で ある こと から 、作 品 の制 作プ ロ セ スや 公 開 方 法・展 示 場

所な どは 、プ ロジ ェク トの 活動 プ ロ セス の中 で検 討し 、住 民と 来島 者と の関 わ り の

中で 、美 術を 通 し て入 所者 が生 き て きた 記録・記 憶を 伝え 、地 域と 人の 豊か な 環 境

を構 築す る た めの 活動 を 展開 して きた 。  

入所 者と の 交 流を 深め 、島 の内 外 の つな が り を紡 ぎ出 す「 やさ し い 美術 プロ ジ ェ

クト 」や 地 域 と人 の豊 かな 環境 を 整 備し てき た田 島征 三 の 活動 を 中 心 に、こ え び 隊

の会 期外 も 含 めた ガイ ド の実 施な ど丁 寧 な 活 動 を続 けて いる 。  

2022 年に は、１人 の入 所者 のこ れ ま での 人生 をモ チー フ に した「『Ｎ さん の人 生・

大島 七十 年 』－ 木製 便 器 の 部屋 －（ 2019～）」や「 海峡 の歌 /Strait Songs（2019～）」

を引 き続 き 展 開し たほ か 、入所者 や 看護師 ら か ら 聞き 取っ た物 語 を 手 芸 にて 作品 化

した 「 物 語 るテ ーブ ル ラン ナー  in 大島 青 松 園 （2019～）」 やか つ て の 入 所 者 た ち

が自 力で 切 り 開い た散 策 路を 作品 化し た「リ ン グワン デ ルング （2019～）」に 新た

な要 素を 加 え 、展 開し た 。  

 

犬島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

1909 年に 銅製 錬所 が 開 設 され 、島 の人 口 は 、 一 時期 3,000 人 を超 え たが 、1919

年の 製錬 所 の 閉鎖 など に より 、人 口は 減 少 の 一 途を 辿っ た。  

経済 産業 省 に よる「 近 代 化産 業遺 産 群 」のひ と つ とし て 、製 錬 所 跡地 が 認 定さ れ、

この 製錬 所 の 遺構 を保 存 し、環境 に 負荷を 与 え な い美 術館 施設 と し て 再 生す るな ど、

犬島 全体 を「建 築・現 代ア ート・環境 」によ る新 たな 循 環 型社 会の モデ ルと す る こ

とを 目指 し た プロ ジェ ク トを 展開 して い る 。  
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[2022 ま での取 組み ] 

2008 年に 近代 化産 業遺 産 である 犬 島製錬 所 の 遺 構を 保存 ・再 生 し た 「 犬島 精錬

所美 術館 」が開 館し た 。その 後、2010 年 には犬 島 の集落 に 犬島「家 プ ロ ジェ クト 」

を開 始し 、以 降、一部 の 作 品を 入れ 替え な が ら 展開 してき た 。ま た、2016 年 に「 犬

島 く ら し の 植 物 園 」を 開園 し 、 食 べ 物 から エ ネル ギ ー に 至 る まで 、 自給 自 足 を し

な が ら 自 然 と と も に 暮 ら す 歓 び を 体 験 で き る 場 づ く り を 実 施 し て き た 。 さ ら に 、

2022 年に は、大 宮 エリ ーに よる INUJIMA ア ー ト ラン デブ ーの シ リ ー ズ を新 たに 展

開し た。  

 

沙弥島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

かつ て 柿 本 人 麻 呂 がこ の島 を 訪 れ 、 そ こ で詠 んだ 歌 は 万 葉 集 に 収め られ て い る 。

番の 州工 業 地 帯の 大規 模 な埋 め立 て造 成 に よ っ て、 1960 年代 後半 に 東 隣の 瀬居 島

とと もに 陸 続 きに なっ た 。現 在は 、瀬戸 大橋 記念 公園 が 整 備さ れ 、夏場は「 快 水浴

場百 選 」（ 環境 省） に 選 ばれ た沙 弥 海 水浴 場が 多 くの海 水 浴客 で に ぎ わ って いる 。  

沙弥 島を は じ め 、与島 地区 ５島 、王 越 地 区や 坂出 市の 特 徴 をと らえ 、地 域の 歴史

や文 化を 活 か した 活動 が 行わ れて いる 。  

[2022 ま での取 組み ] 

2013 年か ら会 場に 加わ り、2022 年 で４ 回目 の 春 会期 を迎 えた 。沙弥 島 の新 たな

スポ ット と し て親 しま れ てい る小 高い 丘 の 作 品「 階層・地層・層（ 2013～）」や「 八

人 九 脚 （ 2013～ ）」 は 瀬 戸 大 橋 記 念 公 園 で 、 瀬 戸 内 海 を 望 む ス ポ ッ ト と し て 継 続 。 

また 、2022 年に は、 坂 出 市出 身の 南条 嘉 毅 に よ る作 品「 幻海 を の ぞ く （2022～

西ノ 浜 ）」 で は 、 西 ノ浜 に面 し た 一 軒 家 の中 に 砂と 映 像 、 増 減 する 水 を用 い て 瀬 戸

内 海 に 海 水 が 入 る 前 の 地 形 か ら 現 在 ま で 続 く 雄 大 な 瀬 戸 内 海 の 歴 史 を 再 現 し た 作

品展 開を 行 っ た。  

2022 年に は、 沙弥 島以 外 の与島 や 王越地 区 に 作 品展 開が 行わ れ た こ と によ って

与島 や王 越 に も多 くの 来 場者 が訪 れた 。  

レオ ニー ト・ チ シ コフ 「月 へ の 道（ 2022）」 は 、旧沙 弥小 ・中 学校 で 学 校全 体を

使用 して 作 品 展開 を行 っ ただ けで はな く、沙 弥 島 から 与島 へと 渡 り な が ら体 験す る

作品 と な り 、 与 島 に お いて は 鍋 島 灯 台 や 浦 城 バス 停 に 初 め て 作 品 展 開が 行 わ れ た 。 

秋会 期期 間 中 には 王越 地 区に おい て、新た な 魅 力 とな る場 所づ く り の キ ック オフ

イベ ント と し てオ リー ブ の植 樹を 行っ た 。今 後は 、さ ら な るオ リー ブの 植樹 や 農 小

屋兼 ギャ ラ リ ーの 建設 を 予定 して いる 。  

 

本島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

優れ た造 船 及 び操 船技 術 をも った 塩飽 水 軍 の 本 拠地 とし て栄 え る 。船 方 たち は人

名（に んみ ょう ）と称 され 、至る 所に 統 治 の 歴 史的 遺産 が残 っ て い る。日本 人 の 手
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で初 めて 太 平 洋を 横断 し た咸 臨丸 の乗 組 員 の 多 くは 塩飽 の水 夫 で あ っ た。人 名 の 一

部は 、造船 技術 を 活 か し、宮大 工 や 家大 工と して「 塩飽 大工 」の名 を世 に知 ら し め

た。また 、江 戸時 代 以 降 の 歴史 的建 造物 に 使 わ れてき た石 材や そ の海 上運 搬と も 縁

が深 く 、「 石 の 島 」 とし て日 本 遺 産 に も 登録 さ れて お り 、 塩 飽 勤番 所 跡、 千 歳 座 、

笠島 まち 並 保 存地 区な ど 、島に 存 在 する 歴史 ある 地域 資 産 を保 存 し 、生 かす 活 動 を

行っ てい る 。  

[2022 ま での取 組み ] 

2013 年か ら会 場に 加わ り、2022 年 で４ 回目 の 秋 会期 を迎 えた 。塩飽 大 工衆 の復

活を 願い 活動 を 開始 さ せ た「 善 根 湯×版築 プ ロ ジェ ク ト （2013～ 笠島 ）」 や 、 瀬 戸

内の 美し さ を ヨー ロッ パ に伝 えた シー ボ ル ト を モチ ーフ にし た 作 品「 シ ーボ ルト ガ

ーデ ン（ 2013～ 2019 泊 ）」、 海辺 に 和 船を 思わ せる 立体 作 品 を設 置し た 「水の 下 の

空（ 2016～ 笠島 ）」の ほ か 、本島 の 石を 使っ て 惑 星の 軌道 をイ メ ー ジ し た「 ワ ー ル

ドラ イン ズ（2019～ 笠 島）」、塩飽 大工 の 建 て た 建物 の中 で柱 や 梁 、畳や 建具 の も つ

均整 を利 用 し た「 レボ リュ ーシ ョ ン（2019～ 笠島 ）」など 、島 に ち な んだ作 品を 展

開し てき た 。また 、重 要 伝 統的 建造 物群 保 存 地 区 の笠 島集 落を 作 品 展 開の基 点と し、

島の 歴史 あ る 地域 資産 を 作品 と共 に紹 介 し た 。  

2019 年に は、 タイ のア ー ティス ト の食の ワ ー ク ショ ップ に島 内 の 飲 食 店が 参加

して 、会 期 中 にタ イの メ ニュ ーを 提供 し 、 毎 日 曜日 は港 でマ ル シ ェ を 展開 した 。  

2022 年 に は 、 石 と 関 連 さ せ た 作 品 と し て 「 無 二 の 視 点 か ら （ 2022～ 笠 島 ）」 や

「SETOUCHI STONE LAB（2022～ 笠島 ）」な ど を展 開し た ほ か、島と 本土 側を つ な

ぐ試 みと し て 市街 地で の サテ ライ ト展 示 も 行 っ た。ま た 、塩飽 諸 島 の エ ピソ ード を

演劇 化 し た 「 せ と う ち 物語 ― 塩 飽 編 ― 」 が 、 瀬戸 内 少 女 歌 劇 団 に よ り上 演 さ れ た 。 

 

高見島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

かつ ては 蚊 取 り線 香の 原 料で ある 除虫 菊 の 栽 培 が盛 んで 、真っ 白 な 花 が 島を 覆い

尽く すほ ど で あっ た。最 盛期に は 1,000 人を 超え た人 口 も 、殺 虫 剤 の普 及に よ り 除

虫菊 の生 産 が 途絶 えた こ とや 、高 度 経済 成⾧ 期時 の関 西 へ の流 出 等 を 経て 、今 で は

極端 に少 な い 。  

約 25 度の 急傾 斜地 に家 が 建ち並 び 、縫う よ う に 小路 が伸 びる 独 特 の 古 い町 並み

と自 然 石 の 乱 れ 積 み 石 垣が 残 る 集 落 で 、 空 き 家を 活 用 し た 作 品 展 開 を行 っ て き た 。

また 、地域 住 民 が中 心 と なっ て地 域 独 特の 食文 化 であ る「 茶 が ゆ」を 振 る 舞う など 、

来場 者へ の お 接待 も行 わ れて きた 。  

[2022 ま での取 組み ] 

2013 年か ら会 場に 加わ り、2022 年 で４ 回目 の 秋 会期 を迎 えた 。高見 島 にお ける

アー ト作 品 は 、2013 年 か ら 2022 年ま では 、京 都 精華 大学 チー ム が 中 心 とな り展 開

して きた 。  

古民 家の 壁 に 突き 刺さ っ たア クリ ル板 を 通 じ て 光が 室内 へと 射 し 込 む「 時の ふる

家（2016～ 浜）」、か つ て そこ で暮 らし て い た 人 々の 生活 や記 憶 を 紡 い だ「ま な う ら
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の景 色 2022（2019～ 浦 ）」、 現在は 廃 村と なっ た板 持地 区 を モチ ーフ にし 、会 期 ご

とに 新た な 作 品を 追加 し 継続 して アプ ロ ー チ し てい る「 過日 の 同 居 2022（2019～

浦）」 な ど 、 島 に 残 され た伝 統 的 な 古 民 家や 人 々の 暮 ら し 、 か つて 栽 培が 盛 ん で あ

った 除虫 菊 な どを 題材 に した 作品 を展 開 し て き た。  

2013 年、2016 年で は高 台 に建つ 家 で展開 さ れ た「 海の テ ラ ス（2013～ 浦）」は 、

2019 年か らは より 臨場 感 を味わ え るよう 、 浦 地 区独 特の 石造 り の 集 落 の中 に移 転

し、海に 向か って 突 き 出 す よう にテ ラス を 設 置。2022 年には 、テ ラ ス 部 分 に「 FLOW

（2022～）」も 展開 され 、作 品を 鑑賞 しな がら 食 事 を楽 しむ 来場 者 が多 く見 られた 。 

また 、2022 年 には 新た に 、陸地 部 側での 作 品 展 開を 行っ た。 か つ て の 川湊 付近

に残 る土 蔵 で は、多度 津に 伝わ る 愛 国美 談を モチ ーフ に し た「 海と 路／ 一太 郎 や あ

い（2022 本 通）」を 展 開 し、旧 酒造 場 で は、月を追 いか けな が ら多 度津 の町 並 み を

歩い たス ト ッ プモ ーシ ョ ンの「 Nocturne(Tadotsu)（2022 本 通）が 展 開 され た 。ま

た、多 度津 七福 神と 呼ば れ る豪商 の 邸宅の な か で 唯一 現存 して い る 合 田 邸に おい て

は、多度 津の 歴 史 につ いて の企 画 展 示「多 度 津町 － 海陸 交 通の 発展・近 代化 を支え

た商 人た ち － （ 2022 本通 ）」 を 行った 。  

 

粟島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

戦国 時代 は 塩 飽水 軍の 拠 点と なり、江戸時 代 か ら 明治 初期 まで 北 前 船 の 寄港 地と

して 栄え た 。 その 後、 1897 年に 日 本で最 初 の 国 立海 員学 校が 設 立 さ れ 、多 くの 船

乗り を輩 出 し たが 、海 運業 の衰 退 で 1987 年に 閉鎖 された 。そ の 跡 地 に、粟 島海 洋

記念 公園 と し て整 備さ れ た「粟 島海 洋記 念 館 」は、島のシ ン ボルと な ってお り、90

年間 の歴 史 と 誇り が今 も 色濃 く残 って い る 。  

2010 年か ら続 く日 比野 克彦 の「 瀬 戸内海 底 探 査 船美 術館 プロ ジ ェ ク ト 」を 基軸

に、瀬戸 内 海 の歴 史や 環境 を学 び 、その 魅力 を感 じさ せ る アー トプ ロジ ェク ト を 展

開し てい る 。  

[2022 ま での取 組み ] 

2013 年か ら会 場に 加わ り、2022 年で 4 回 目の 秋会 期を 迎 え た。海 底 か ら引 き揚

げた 品々 を 展 示す る「 一 昨日 丸（ 2013～ 粟島 港 ）」や「 ソ コソコ 想 像 所（2013～旧

粟島 中学 校 ）」など の「 瀬 戸内 海底 探査 船 美 術 館プロ ジェ クト（ 2010～）」を 基軸 に

作品 を展 開 し てい る。ま た 、使 わ れな く な った 郵 便局を 一部 改装 し 、「漂 流私 書箱 」

を設 置し た「 漂流 郵便 局（2013～ 潟東 ）」が全 国 的な話 題 を集め た 。2016 年に は旧

幼稚 園や 島 の 廃校 を使 用 した「 思 考 の輪 郭（ 2016～ 旧粟 島幼 稚園 ）」、「 過ぎ 去っ た

子供 達の 歌（2016～ 旧粟 島 小学校 ）」など を展 開 し た。2019 年 には科 学 捜査 船「TARA

（2019～ 粟島 海洋 記 念 館 ）」に よる 活動 記録 や タ ラ号 乗船 アー テ ィ ス ト の作 品展 示

を行 った 。  

2022 年 には 、各 地で 活 動を行 って き た TANeFUNe が「 種は 船 TARA JAMBIO

アー トプ ロ ジ ェク ト（ 2022～ 粟島 港ほ か ）」で 調査 船へ ア ッ プデ ート した 。西浜 に

「ス ティ ル ラ イフ（2022～）」、「 い・ま・こ・こ（2022～ ）」な どの イン スタ レー シ
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ョン 作 品 を 展 開 し た 。 また 、 粟 島 芸 術 家 村 で は、「 粟 島 ア ー テ ィ スト ・イ ン ・ レ ジ

デン ス」 作 家 等の 作品 展 示を 行っ た。  

 

伊吹島 

[特 色・ コンセ プ ト] 

瀬戸 内海 の 中 央部 、燧 灘(ひう ち なだ)に 浮か ぶ伊 吹島 は 、讃 岐 うど んの 出汁 に 欠

かせ ない 良 質 な煮 干し（イリ コ）の 生産 が盛 んで 、伊吹 島沖 で 獲 れ たもの は「 伊 吹

いり こ」のブ ラン ドで 出荷 され て い る。ま た 、独特 の趣を 湛 え、日 本で 唯一 、平 安

時代 の京 言 葉 のア クセ ン トを 残す 島で も あ る 。  

島の 活気 あ る 漁撈 文化 を 生か すと とも に、島 に 点 在す る独 特の 歴 史 資 産 を明 らか

にす る活 動 を 展開 して い る。  

[2022 ま での取 組み ] 

2013 年か ら 会 場に 加 わ り、 2013 は夏 、2016 以 降は 秋会 期に 参 加 。 廃 校の 校庭

に設 置し た「ト イ レの 家（2013～ 旧伊 吹小 学 校）」、漁網 や浮 き な ど の 漁具 や生 活用

品を 素材 に 島 の人 たち や 小中 学生 らと と も に 作 った 「沈 まぬ 船 （ 2013～2016 旧 伊

吹小 学校 ）」、みか んぐ み＋ 明治 大 学 学生 が島 独特 の材 料 を 使用 し て 建 立し た「 イ リ

コ庵（ 2016～ 伊吹 八 幡 神 社周 辺 ）」、島 の 素材 を使 い、瀬 戸内 の 風 を 感 じさ せる 作品

「Here,There,Everywhere:Project Another Country-Dap-Pay-（2016 北）」 など、

イワ シ漁 や 島 の暮 らし 、 風俗 に根 ざし た 作 品 を 展開 した 。  

2019 年に は、 生命 誕生 の 場であ る 「出部 屋 」 の 跡地 に、 栗林 隆 に よ る 作品 「伊

吹の 樹（ 2019～）」を 展 開した 。ま た 、島は 膜 であり 、生 命は 海の 縁 ど りを 行き 来

し生 まれ 続 け ると いう テ ーマ のも と行 っ た パ フ ォー マン ス「 島膜 _Ibuki」も 好評 で

あっ た。  

2022 年に は、伊 吹 島の 暮ら しを 支 え てい た民 具 などを 収 集し 、KASA「も のが み

る夢（ 2022～旧 伊吹 小 学 校）によ っ て旧伊 吹 小学校 に『海 の庭 』と『 島 の庭』を 展

開し た。ほか に も 旧郵 便局 、旧 造船 所 な どで 作品 展開 し 、島 の 風土 を来 場者 に 感 じ

ても らえ る 会 場と なっ た 。  

島の お母 さ ん 達有 志 は 、手 づく りの 島 の味「 うら らの 伊 吹 島弁 当」で来 島者 を も

てな した 。  

 

高松港 

[特 色・ コンセ プ ト] 

島へ の玄 関 口 、海 との 出合 いの 場 で もあ る高 松港 は、芸術 祭 が 始ま って 以来 、ヒ

ト・ モノ ・ コ トが 集ま る マザ ーポ ート と し て の 役割 を担 って き た 。  

人を 送り 出 す だけ では な く、交 流 拠 点と も な るよ う、ア ー ト作 品 や イベ ント を 展

開し て き た ほ か、「 産物 」や 「 食 」 が 集 まる マ ーケ ッ ト を 設 置 し、 芸 術祭 の 来 訪 者

に食 の楽 し み など も提 供 して きた 。ま た 、宿 泊拠 点と も な る高 松港 では 、夜 の港 や

街を 楽し む プ ログ ラム や 、来訪 者 を 迎え 入れ る船 の出 入 り の演 出 な ど 、にぎ わ い と
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おも てな し の プロ グラ ム も展 開し てき た 。  

 

[2022 ま での取 組み ] 

高松 港に 立 つ 、高 さ８ ｍ のカ ラフ ルな ２ 本 の 柱 「Liminal Air -core-（ 2010～）」

など のシ ン ボ リッ クな 作 品が 設置 され て い る 。また 、2010 年、2013 年には「高 松

うみ あか り プ ロジ ェク ト 」で 多 く の市 民 が 協 働し、2016 年に 続き 2019 年に おい て

も、地域 ご と に独 自性 を有 する 獅 子 舞に よる イベ ント を 開 催し 、家 族連 れで 大 い に

にぎ わっ た 。ま た 、アジ アと のつな が りを 深め る取 組み と し て「ベ ン ガ ル島（ 2013）」、

「瀬 戸内 ア ジ ア村 （ 2016）」を展 開 し たほ か 、 栗林 公園 で は 、瀬 戸内 の風 土や 歴 史

文化 など に 根 ざし たパ フ ォー マン スと 地 元 食 材 を使 った 料理 を 振 る 舞 う「讃 岐 の 晩

餐会（2016）」を行 った 。2019 年に は、島 か ら 高 松港 に帰 って き た 来 場 者が 夜間 も

作品 を鑑 賞 で きる よう 、北浜 アリ ー で「う ち わ の骨 の広 場（ 2019）」、「 LEFTOVERS

（2019）」 などを 展 開し た。  

2022 年に は 、「 高松 市 屋 島山 上交 流拠 点 施 設（愛称：やし まー る ）（ 2022～）」が

オー プン し た ほか 、やし まー る内 に 広 がる 壮大 な作 品「 屋 島で の 夜 の夢（ 2022～）」

や 、 屋 島 と サ ン ポ ー ト の ２ 地 域 で 展 開 す る 「 プ ロ ジ ェ ク ト 『 同 じ 月 を 見 た 日 』

（2022）」、うね る よう な屋 根が 特 徴 のラ ンド マー ク「 四国 村ミ ウゼ ア ム  エ ント ラ

ンス『お やね さ ん 』（ 2022～）」、瀬 戸 内 地域 の 仕 事歌 と四 国最 古 の オ ペ ラ作 品「 瀬

戸内 仕事 歌 ＆ 四国 民族 オ ペラ『 二人奥 方 』（2022）」の 上 演など 、屋島 エリ アに お い

てダ イナ ミ ッ クに 作品 を 展開 した 。  

 

宇野港 

[特 色・ コンセ プ ト] 

1909 年に 本州 と四 国を 結 ぶ鉄道 連 絡船の 港 湾 と して 整備 され 、 翌 年 に は宇 野線

が開 通し 、 同 時に 宇高 連 絡船 が就 航し た 。 1988 年の 瀬戸 大橋 完成 に 伴 って 宇高 連

絡船 が 廃 止 さ れ た が 、 民間 航 路 の フ ェ リ ー タ ーミ ナ ル と し て の 整 備 が進 め ら れ た 。 

本州 側か ら 瀬 戸内 の島 々 への 玄関 口と し て 、人流 と物 流 の 拠点 を 目 指 し、町 が に

ぎわ い、人 が 集う プラ ット ホー ム を 設置 。ア ート トリ ッ プ への 出発 を盛 り上 げ る 始

まり の場 所 で あり 、拠 点場 所と し て 、現 代ア ート の力 を 借 りた 地域 の魅 力が 追 い 風

とな って 、 更 に、 新た な にぎ わい が創 出 さ れ て いる 。  

[2022 ま での取 組み ] 

宇 野 港 の シ ン ボ ル と し て 家 庭 の 不 要 品 を 集 め て 作 っ た 「 宇 野 の チ ヌ （ 2010～ ）」

を設 置し 、2016 年に は コ チヌ も生 まれ た 。宇野 港「連 絡 船 の町 」プ ロ ジ ェ クト（2010

～ 2019）では 、船や 港 にま つわる フ ォト コン テス トを 行 い 、街 中 で の 写真 展示 を行

って きた 。「 舟 底の 記 憶（ 2013～）」や「 海 の記 憶（ 2016～）」とい った 港 を想 起さ

せる 作品 や 、 宇野 みな と 線 4 駅 を アート 化 し た 「JR 宇野 みな と線 ア ー トプ ロジ ェ

クト（2016～）」、「終 点 の 先へ（ 2016～）」など 、本 州側 の玄 関口 であ る 特⾧ を活 か

した 作品 の ほか、瀬戸 内の 島々 と 造 船所 、自 然と 人工 の 風 景が 混在 して いる 場 所 か

ら 見 え て く る も の を 表 現 し た 「 斜 め の 構 成 １  / 斜 め の 構 成 ２  / 水 平 の 構 成 ３
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（2019）」 といっ た 地域 の歴 史や文 化 に基 づい た作 品を 展 開 した 。  

2022 年に は、 街中 への 回 遊や滞 在 につな が る よ う宇 野港 街中 プ ロ ジ ェ クト とし

て、街 の面 影 を 残す 空 き 家を 活用 した「実 話 に 基づ く（2022）」、「 時 間屋（2022）」、

「赤 い家 は 通 信を 求む （2022）」の ３作 品を 展 開 した 。屋 外で は 周 辺 の 穏や かな 風

景と 一体 感 を もつ「 S.F.（Seaside Friction）（2022～日 之出 公園 ）」、「本 州か ら見 た

四国（ 2022 宇野 港周 辺 ）」を 展開 し た ほか 、玉 野に 残る製 塩 の歴 史か ら「汐 ま ち 玉

野食 プロ ジ ェ クト  たま のの 塩」 と し て、 塩に 着 目した 食 の取 組 み も 実 施し た。  

 

香川県沿岸部 

今後 、香川 県 の 沿岸 部 である さぬ き市 内（ 候 補地；志度 の 町 並み 、大串 半島 、津

田の 松原 な ど ）、東 か が わ 市内（ 候 補地；引 田 の 町 並みな ど ）、宇多 津 町 内（候 補 地；

宇多 津の 町 並 みな ど） で 調査 を行 い、 具 体 的 な 会場 を選 定す る 。  

 

 

２-３ アーティスト選考 

アー ティ ス ト の選 考は 、作 品設 置 場 所等 の 諸 条件 、地 域 の 素材 や 住 民と の関 わ り

など を考 慮 し 、招 待又 は公 募に よ っ て行 いま す。選考 に当 た っ ては 、作 家の 能力 や

実績 、活 動 等 につ いて でき るだ け 幅 広い 情報 を収 集し 、円 滑か つ効 果的 に選 考 を 行

うた めの 体 制 を整 えま す 。  

 

招待：サ イトス ペ シフ ィッ ク(※)な 作品 制作 や、コ ミ ュニケ ー ショ ンを テー マ と  

  する 作 品 展開 など に 定評・実 績 のあ る ア ーテ ィス ト 、並び に 新 進気 鋭の ア ー  

ティ スト を 国 内外 から 招 待し ます 。  

 

 (※)サ イ ト ス ペ シ フ ィ ッ ク  

   特 定 の 場 所 に 帰 属 す る 性 質 を 示 し 、 美 術 作 品 の 場 合 は 、 場 所 を 活 か し  

た 表 現 に よ り 制 作 さ れ た 作 品 を 指 す 。  

 

公募：島 々 の 魅力 を 発 見し 、地域 資 源を活 か した アー ト プ ロジ ェク トを 広く 国 内  

外か ら公 募 し ます 。新 しい 才能 の 発 掘・育成 の場 とす る と とも に、事前 広報  

の場 とし て も 活用 しま す 。  
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３-１ 方針 

３-１-１  基本 方 針  

芸術 祭の 会 場 の多 くは 離 島で す。船 に乗 っ て 島に 渡り 、作 品に た ど り着 くま で の

プロ セス 、決し て便 利と は 言えな い 島の暮 ら し な どを 体験 する こ と そ の もの がこ の

芸術 祭の 魅 力 であ り、特徴 です が 、一方 でフ ェリ ーな ど の 海上 交通 の便 数や 島 内 の

移動 手段 、島 内の 宿泊 や食 事場 所 に は限 りが ある こと か ら 、現 状に 即し た受 入 環 境

を整 えて い く こと が必 要 です 。  

島の 体験 そ の もの と利 便 性の バラ ンス 、昨 今 の 各 方面 にお ける 人 手 不 足 の状 況を

見極 めな が ら 、海 上交 通 や 島内 交通 に関 す る 対 策に努 める ほか 、混 雑の 緩和 のた め 、

来場 者の 平 準 化に 努め ま す。  

また 、来 場 者 のニ ー ズ に応 じた 十 分 な情 報を 、来 場者 が 事 前に 計 画 を立 てる 段 階

や、実際 に現 地 を 訪れ てか らな ど 、時 機 に応 じて 適切 に 提 供す るな ど、来場 者の 利

便性 を高 め る 取組 みを 進 めま す。  

 

３-１-２  取組 み の概 要 

船や バス な ど の交 通事 業 者や 地元 市町 等 と の 連 携を 図り 、会期 中 の 航 路 の開 設や

増便 など を 検 討す ると と もに 、規 模 の大 きな 島で は、島 内 の二 次交 通の 充実 に つ い

て検 討し ま す 。  

また 、2019 年 から 導入 し た混雑 予 想カレ ン ダ ー を引 き続 き提 供 す る な ど、 来場

者の 平準 化 対 策を 検討 し ます 。  

さら に、会場 と な る島 々や 高松 港 、宇 野 港等 に案 内所 を 設 置す るな ど、情報 の提

供や 問合 せ へ の対 応が 行 える 環境 を整 備 し ま す 。  

 

３-２ 分野ごとの課題と整理 

（１ ）海 上 交 通  

会場 とな る 島 々を 結ぶ 交 通ア クセ スの 向 上 を 図 るた め、会 期中 の 臨 時 航 路の 開設

や既 存航 路 の 増便 、臨 時 便の 確保 に向 け 運 航 事 業者 と調 整し ま す 。  

また 、来 場 者 の利 便 性 向上 や乗 船 窓 口付 近で の混 雑緩 和 を 図る た め 、フ ェリ ー 共

通乗 船券 の 導 入に つい て 検討 しま す。  

 

（２ ）島 内 交 通  

直島 、豊 島 、女 木 島、小 豆島 、本 島な どに おい て は、地 元市 町 等 と連 携 し なが ら、

作品 展開 も 踏 まえ て既 存 バス 路線 の増 便 等 を 行 いま す。ま た、ル ー ト や ダイ ヤの 見

直し が必 要 と 考え られ る 路線 のほ か、レ ンタ サイ クル 等 の 活用 に つ い ても 、関 係 者

と調 整し ま す 。  

 

 

第３章 受入環境の整備 
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（３ ）本 土 側 のア クセ ス  

公共 交通 機 関 の利 用に よ る来 場に 対応 す る た め 、島々 の玄 関口 と な る 本 土側 の各

港や 会場 ま で のシ ャト ル バス の運 行等 に つ い て 地元 市町 等と 調 整 し ま す。  

 

（４ ）混 雑 対 策  

混雑 日、受 入 に余 裕 の ある 日を あ ら かじ め来 場者 が把 握 し 、来 場 す る際 の参 考 に

でき るよ う 混 雑予 想カ レ ンダ ーを 作成 す る な ど 、来場 者 の 平準 化 を 図 る 方策 を検 討

しま す。  

来場 者 が 集 中 す る よう な場 所 に は 、 警 備 員を 配置 す る な ど 混 雑 対策 を行 い ま す 。 

また 、夏 会 期 を中 心 に 、来 場者が 滞 留する 屋 外 で の日 除け 対策 な ど の 熱 中症 対策

を行 いま す 。  

 

（５ ）イ ン バ ウン ド対 策  

公式 ウェ ブ サ イト に芸 術 祭に 関す る情 報 を 集 約 し、来 場者 が得 た い 情 報 を多 言語

で総 合的 に 発 信し ます 。ま た 、案内 所で は 、外 国 語対 応が 可能 な 人 員 の 配置 や翻 訳

アプ リ等 の ツ ール を活 用 する など 、海外か ら の 来 場者 に対 する 受 入 環 境 の整 備を 検

討し ます 。  

 

（６ ）芸 術 祭 鑑賞 ツア ー  

ガイ ド付 き ツ アー を実 施 する こと で、広 範囲 に点 在す る 島々の 歴 史・文化 や、作

品を 効率 よ く 鑑賞 でき 、 より 深く 芸術 祭 と 島 々 を味 わう 機会 を 提 供 し ます 。  

 

（７ ）案 内 所 の設 置  

芸 術 祭 の マ ザ ー ポ ー ト と な る 高 松 港 に 総 合 案 内 所 を 設 置 す る ほ か 、 会 場 と な る

島々 や本 土 側 の港 等に も 案内 所を 設置 し ま す 。案内 所で は、Wi-Fi 接続 環境 を提 供

する とと も に 、作 品や イベ ント の 案 内な ど芸 術祭 に関 す る 情報 を 提 供 しま す。設 置

に際 して は 、地 元 市町 等と 連携 し な がら 、効 率的 な開 設 時 間 、人員 配置 を検 討 し ま

す。  

 

（８ ）救 急 体 制の 整備  

緊急 時に 迅 速 かつ 的確 な 対応 がで きる よ う 、会 場 別マ ニュ アル を 整 備 す ると とも

に、傷病 者が 発 生 した 場合 は、消防 局・本 部 等と連 携し て対 応 でき るよ う関 係 機 関

との 調整 を 行 いま す。  

今後 も新 型 コ ロナ ウイ ル ス感 染症 の状 況 を 注 視 し、感 染状 況を 踏 ま え た 対策 を検

討し ます 。  

 

（９ ）チ ケ ッ ト  

過去 の芸 術 祭 での 来場 者 のチ ケッ ト利 用 状 況 を 検証 し、前 回に 引 き 続 き、電 子 パ

スポ ート な ど 利便 性の 高 いチ ケッ トの 仕 組 み を 検討 しま す。ま た 、オ ン ライ ンや 販

売事 業者 を 活 用し なが ら 、様々 な 地 域、世 代 の 来 場者 が購 入し や す い 仕 組み を整 備

しま す。  
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（10）グッ ズ  

過去 の 販 売 実 績 な どを 分析 し な が ら 、 魅 力の ある グ ッ ズ の 開 発 を行 うと と も に 、

オン ライ ン 販 売を 活用 す る等 、よ り 多く の来 場者 の手 に 届 くよ う 、効果 的な 販 売 戦

略を 検討 し ま す。  
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４-１ 方針  

芸術 祭の 盛 り 上が りは 、今 や会 場 と なる 島 々 だけ にと ど ま りま せ ん 。さ まざ ま な

主体 が芸 術 祭 に呼 応し て 行う 取組 みが 、 全 国 、 世界 に広 がり つ つ あ り ます 。  

プロ モー シ ョ ン活 動な ど にお ける 企業 等 と の 連 携、瀬 戸 内 エリ ア や 香 川・岡 山 エ

リア で行 わ れ る文 化事 業 との 連携 によ り 、 芸 術 祭の 発信 力を 高 め て い きま す。  

また 、未 来 の 瀬戸 内 を 担う 若者 を 育 成す るた め、学校 と の 連携 事 業 等に 取 り組 み

ます 。  

 

４-２ 企業パートナー・協賛 

４-２-１  取組 み の概 要 

芸術 祭の 趣 旨 に賛 同し て いた だけ る企 業 等 か ら 寄付・協 賛 を募 り 、芸 術 祭と 社会

との つな が り を広 げて い きま す。ま た、企 業 等 か ら芸 術祭 への 期 待 や 望 まし い関 わ

りを 聞き 取 り 、芸 術祭 と 企業 等と の連 携 の あ り 方に つい て検 討 し ま す 。  

 

４-２-２  寄付 募 集の 取組 み  

ウェ ブサ イ ト やリ ーフ レ ット を利 用し 、芸 術 祭 の 趣旨 に賛 同す る 幅 広 い 層か ら寄

付を 募り ま す 。  

 

４-２-３  協賛 募 集の 取組 み  

芸術 祭の 趣 旨 に賛 同す る 企業 に対 し、現 金、現物 提供 に よ る協 賛を 募り ます 。よ

り多 くの 協 賛 を得 られ る よう 、協 賛金 額 に 応 じ た特 典を 設け ま す 。  

 

４-２-４  パー ト ナー 制度  

一定 金額 以 上 の協 賛や 独 自の 事業 によ り 支 援 し てい ただ ける 企 業・団 体を「 瀬 戸

内国 際芸 術 祭 パー トナ ー 」と称 し、さま ざま な形 で連 携 を 行う こと によ り、相互 の

協力 関係 を 築 きま す。  

 

４-２-５  SETOUCHI 企 業フ ォー ラム  

有識 者と の セ ッシ ョン や 芸術 祭会 場の 視 察 を 通 じて 、サス ティ ナ ビ リ テ ィと 企業

経営 など に つ いて 改め て 考察 し、企 業間 ネッ トワ ーク を 構 築す る と と もに 、芸 術 祭

開催 年以 外 に も実 施し 、 企業 との 持続 的 な 関 係 性を 構築 しま す 。  

  

第４章 連携・コラボレーション 
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４-３ 連携事業 

４-３-１  県内 連 携事 業 

香川 県内 の 市 町や 団体 が 実施 する 建築・ア ー トを 主体 と し たイ ベ ン ト など 、相 乗

効果 が期 待 で きる 事業 と 連携 し、芸 術祭の 来 場 者 が各 イベ ント を 巡 る よ う促 すこ と

で、 芸術 祭 の 開催 効果 を 広く 波及 させ ま す 。  

 

４-３-２  広域 連 携事 業 

芸術 祭の 機 運 醸成 や文 化 的発 信を 拡大 し て い く ため 、芸術 祭の 開 催 年 だ けで はな

く、早い 時期 か ら 、全 国規 模で開 催 され てい る国 際芸 術 祭 等と 連携 し、相互 広報 を

実施 しま す 。  

 

４-３-３  学校 連 携事 業 

 香 川県 教 育 委員 会や 地 元の 中学 校・高 等学 校等 と 連携 し 、未 来 の 瀬戸内 を担 う子  

ども たち を 育 成す るた め 、会場と な ってい る 島 々 の独 自性 や国 外 か ら の 来場 者が 多 

い 芸 術 祭 な ら で は の 特 性 な ど を 活 か し て 、 さ ま ざ ま な 活 動 を 展 開 す る と と も に 、 

アー ティ ス ト が制 作現 場 で学 生と ワー ク シ ョ ッ プを 行っ たり 、学 校 で 授 業を 行っ た

りす るな ど 、自ら 考え る経 験を す る こと によ り豊 かな 心 を 育め る よ う 、学校 教 育 と

の連 携を 深 め てい く。  
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５-１ 方針 

アー ティ ス ト と地 域を つ なぎ 、作 品 と来場 者 を 結 ぶ役 割を 担う 重 要 な 存 在と なる

のが 国内 外 か ら集 まる サ ポー ター です 。地域 行事 への 参 加、作 品制 作の 手伝 い 、作

品や イベ ン ト の運 営な ど 、多く の サ ポー ター が芸 術祭 に 関 わり 支 え て いま す。次 回

展に 向け 、 サ ポー ター や 関係 組織 の育 成 、 相 互 連携 に取 り組 み ま す 。  

 

５-２ ボランティアサポーター「こえび隊」 

５-２-１  取組 み の概 要 

ボラ ンテ ィ ア サポ ータ ー 「こ えび 隊」 は 、 2009 年発 足時 から 継続 し て 島々 に通

い、芸術 祭を さ ま ざま な形 で支 え て いま す。地域 行事 へ の 参加 や作 品制 作、運営 等

に取 り組 み 、よ り 地 域に 親 しみ、学び、地域を 開 いてい ます 。住民 やア ー ティ スト、

サポ ータ ー 同 士の 交流 を 通し て、 作品 を 取 り 巻 く人 々を 緩や か に つ な げま す。  

 

５-２-２  具体 的 な取 組み  

こえ び隊 が 芸 術祭 サポ ー ター の中 心と な り 、住 民 や企 業サ ポー タ ー 等 と 協力 しな

がら 、芸 術祭 を 支 えて いき ます 。地 域 行 事や 文化 活動 に 参 加す るな ど、住民 との 交

流の 機会 を 創 出し ます 。ア ーテ ィ ス トや 住民 とと もに 作 品 制作 を 行 い ます 。作 品 受

付や メン テ ナ ンス 、ガ イド を行 う な ど、来場 者が より 島 め ぐり を楽 しめ るよ う な 活

動に 取り 組 み ます 。  

新た なこ え び 隊参 加者 を 広げ るた め、また 現 在 活 動し てい るこ え び 隊 が より 興味

をも って 活 動 する ため に 、島々や 芸 術祭へ の 理 解 を深 める こと が で き る 勉強 会や ミ

ーテ ィン グ を 開催 しま す 。各種 メ デ ィア やＳ ＮＳ 等を 活 用 し、国内 外の サポ ー タ ー

へ広 く参 加 を 呼び かけ ま す。  

 

５-３ 企業・団体ボランティアサポーター 

５-３-１  取組 み の概 要 

地元 の企 業・団体 や 学 校な ど、地 域 をよく 知 る人 たち に よ る来 場者 への おも て な

しは 、継 続的 な 地 域活 性化 の観 点 か ら重 要で す。芸術 祭で は 多 くの 地元 の企 業・団

体ボ ラン テ ィ ア サ ポー ター が芸 術 祭 に関 わり 、住民 や来 場 者 との 交流 を深 めて い ま

す。  

 

５-３-２  具体 的 な取 組み  

地元 の企 業 や 団体 に対 し て、芸術 祭 の趣旨 や サ ポ ータ ー活 動に つ い て の 説明 等を

通じ 、参加 を呼 び か け ます。香 川・岡 山 の 大 学 を中 心に 、サポ ータ ー活 動を 行 う こ

とが アー ト を 通じ た地 域 振興 を学 び、多く の 方 と のコ ミュ ニケ ー シ ョ ン を図 る場 と

なる こと か ら 、広 く学 生 の参 加を 働き か け て い きま す。  

第５章 芸術祭サポーター 
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６-１ 方針  

芸術 祭は 、ア ート を 媒 介に 、国内 外 から集 う アー ティ ス ト やボ ラン ティ アと 地 域

住民 の協 働 に より 支え ら れて おり 、その 取 組 み が国 内外か ら の多 くの 来場 者の 共 感

を呼 んで い ま す。  

そこ に集 う 人 々は 、国 、性 別、世 代、ジャ ン ルを 包摂 し た 幅広 い層 とな るこ と か

ら、 多様 な 視 点で アー ト の枠 を超 えた 広 報 活 動 を行 いま す。  

また 、瀬戸 内の 歴 史、文化 、自然 、民俗 や 生 活な ど地 域 を より 深く 知っ ても ら え

るよ うな 広 報 活動 にも 取 り組 んで いき ま す 。  

さら に、 香 川 県等 と連 携 して 、2025 年に 開催 され る大 阪 ・ 関西 万 博 の会 場な ど

で、 芸術 祭 の ＰＲ に努 め ます 。  

 

６-２ 具体的な取組み  

 

６-２-１  国内 向 け広 報 

芸 術 祭 の 認 知 度 、 ブ ラ ン ド 力 を 高 め る と と も に 、 開 催 意 義 を 的 確 に 伝 え る 情 報

発信 に努 め ま す。  

芸術 祭の フ ァ ン層 と関 係 性が 高い アー ト、建 築、デザ イン、観光 等 の メデ ィア に

加え 、 いわ ゆる アー ト ファン 層 以 外 に も タ ー ゲ ット 層を 広げ 、地 域 づく り 、 移 住 、

経済 、福 祉な どの 社会 課 題 を取 り扱 う専 門 メ デ ィ ア向 けの 情報 発 信 に も取り 組み ま

す。  

 

６-２-２  海外 向 け広 報 

次 回 芸 術 祭 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 関 す る 水 際 対 策 が 終 了 し た 後 、 初

めて の開 催 と なる こと か ら、世 界の アー トフ ァ ン 層へ のタ イム リ ー な 情報発 信に 努

めま す。  

特 に 主 要 な タ ー ゲ ッ ト と な る 東 ア ジ ア ・ 東 南 ア ジ ア や 欧 米 豪 エ リ ア へ の 情 報 発

信や プロ モ ー ショ ンに つ いて は 、関係 自治 体 、関 係団 体 、地域 ＤＭ Ｏ 等と連 携し て

重点 的に 取 り 組み ます 。  

 

６-２-３  デジ タ ル広 報ツ ール   

公式 ウ ェ ブ サ イ ト につ いて は 、 芸 術 祭 の 価値 や魅 力 、 開 催 情 報 やア クセ ス な ど 、

必要 な情 報 が 分か りや す く網 羅さ れる よ う 整 備 を進 める とと も に 、多 言 語に よる 対

応を 図り 、 国 内外 に向 け た情 報発 信に つ な げ ま す。  

また 、イ ン ス タグ ラ ム 等の ＳＮ Ｓ に つい ては 、特 に若 い 世 代や 海 外 に向 けて 強 い

影響 力を も つ こと から 、 より 効果 的で タ イ ム リ ーな 活用 に努 め ま す 。  

 

 

第６章 広報 
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６-２-４  アナ ロ グ広 報ツ ール   

ポス ター や リ ーフ レッ ト 等の アナ ログ 広 報 ツ ー ルに つい ては 、デ ジ タ ル 時代 にお

いて も県 内 外 での 機運 醸 成な どに 重要 で あ る こ とか ら、よ り効 果 的 な 掲示・配 布 に

努め ます 。  
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年  月 取 組み  
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| 

9 

 

 10 
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第７章 スケジュール 

芸術 祭 2025 春 会期  

芸術 祭 2025 夏 会期  

芸術 祭 2025 秋 会期  

●取 組方 針 策 定  作品 公募  

作品 制作  

●運 営マ ニ ュ アル 策定  

●参 加作 家 発 表  

招待 作家 検 討  

●取 組 方針 見直 し （参 加作 家一部 発 表） 


